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核融合エネルギーへ向けた学術研究の役割

核融合科学のパラダイム転換による

新たな学際的共同研究体制の構築



核融合の「学術研究」とは

定式化（formulation）

農業は科学なのか? 

対象＝目的によって定義される農業と領野によって定義される農学

この違いは「定式化」という次元を出現させる．

ジャック・ラカン『精神分析の四基本概念』（アラン・ミレール編；小出浩之，新宮一成，鈴木國文，小川豊明訳；岩波文庫）
から部分引用

開発と学術

一緒にしない，ごちゃ混ぜにしない → 違いを統合する（Aufheben） → より高い段階

実践
探求・発見・発明

対象一般化

https://www.nifs.ac.jp/



核融合科学のパラダイム転換

装置方式の性能比較 未解決問題の総合研究

個別方式による統合
課題

カプセルを破り
普遍的未解決問題として

学際的に研究
パラメタ競争

位相空間乱流

方式の違いは
アプローチの多様性

ヘリカル

トカマク
レーザー

定常化
高性能化

構造形成
制御



核融合科学

NIFS

ユニット

「核融合科学」の分節化：ユニット

ユニットテーマ： 核融合の 「未解決問題」を 「学術的研究テーマ」に分節化する．

メタ階層
ダイナミクス

位相空間乱流

超伝導
低温工学

可知化センシング

プラズマ量子
プロセス

乱流輸送
閉じ込め改善

繰り込み群
有効理論

階層連結
シミュレーション

メタ階層
ダイナミクス

自己組織化

「ユニット＝学術的意味の単位」の協働によって プロジェクト を構成する．



ユニット：核融合の未解決問題を学際的に研究する体制

核融合の「未解決問題」を「学術的に定式化」し「学際的な共同研究体制」を構築して取り組む．



核融合未解決問題の学術的定式化（ユニット）と学際的展開

ダイナミクスの科学

揺らぎ・乱流の科学

気候変動
温暖化

代謝
動的平衡

創発性
階層分子化学

宇宙の階層構造
磁場の起源

乱流ミキシング

揺らぎの定理

物質科学

流体物理

統計物理

宇宙・天体物理

社会科学

生命科学

流体物理
トポロジカル
ダイナミクス

核融合科学

「ユニット」が掲げる学術的テーマの軸に沿った共同研究および人材の水平移動を実現

地球科学

マクロ経済
エージェントモデル

システムの科学



ユニット連携によるプロジェクトの編成 → 研究基盤＝プラットフォーム

JT-60SA

プラズマ・複相
ユニット

閉じ込め改善
プロジェクト

コミュニティー プラットフォーム

ユニットを通じた学際的ネットワークの構築 → 核融合コミュニティーの拡大

・
・



核融合科学の未来に向けて

✓学術的定式化は，人材育成を支える大学研究室等の発展のための喫緊の課題．

✓分節化は，学際的連携を構築するための喫緊の課題．

✓核融合科学を分節化し，学術の次元を張るユニットを構築．ユニットは学際的共同

研究の単位．

✓核融合分野の研究基盤をプラットフォームとしてネットワーク化し，学際化したユ

ニットが最新鋭の実験施設（LHD, JT60SA, ITER等）を共同利用する体制を構築す

ることで，高度な異分野融合研究を実現する．

核融合研HP 「ユニット構築について」

•ユニットテーマの策定について (2021年7月26日)
•「ユニットテーマ」の考え方について (2021年8月2日)
•ユニット構築に向けて (2021年9月13日)
•ユニットテーマの定式化について (2021年12月20日)
•分節化について (2022年1月31日)

https://www.nifs.ac.jp/info/Unit-003.pdf
https://www.nifs.ac.jp/info/Unit-005.pdf
https://www.nifs.ac.jp/info/Unit-006.pdf
https://www.nifs.ac.jp/info/Unit-007.pdf
https://www.nifs.ac.jp/info/Unit-008.pdf

